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第２集『私たちはなぜ科学するのか』 冊注文します。・・・

第１集

『人間とは何か』第0集

第２集

第Ⅰ章 学び方について
読む力は生きる力 脇 明子
バカの壁 養老 孟司
脳を鍛える 立花 隆
キャンパスとメンター 内田 樹
オリジナリティーを抑え込む

日本の社会システムについて 団 まりな
第Ⅱ章 近代とは何か

1 近代システムの見取図
評論なんかこわくない 沢部 ひとみ
近代とは何か 菅野 覚明ら
近代化の理論 富永 健一

2 近代を作った技術と科学
一六世紀文化革命 山本 義隆
近代性の構造 今村 仁司
種の起源 ダーウィン

3 近代の諸概念
啓蒙とは何か カント
はじめに契約ありき 小室 直樹
立憲主義の歩み 杉原 泰雄
ヘーゲルは難しいか？ 長谷川 宏

4 近代国家と個人
「国民国家」の登場 塩川 伸明
近代の擁護 山崎 正和
白い都のヤスミンカ 米原 万里

5 日本の近代化
グローバリゼーションの中の江戸 田中 優子

学問のすすめ 福澤 諭吉
小説神髄 坪内 逍遥
吾輩は猫である 夏目 漱石
セメント樽の中の手紙 葉山 嘉樹

6 近代の２つの価値 －「効率」と「公正」
Ｊ・Ｓ・ミル －もっとも現代的な理性人 加藤 尚武
幸福主義（功利主義）には「自由」がない 柄谷 行人
自由と平等を両立せよ！ 仲正 昌樹
ロールズ 川本 隆史

7 近代への批判
構造主義・レヴィ=ストロース 内田 樹
フーコー入門 中山 元

第Ⅲ章 現代の世界と日本
1 グローバリゼーション

暴走する世界 ギデンズ
2「私」がいる場所
＜私＞時代のデモクラシー 宇野 重規
日本社会はいまどこにいるのか 小熊 英二

3 社会をどうやって変えるのか
「現実」主義の陥穽 丸山 眞男
ロールズ　正義の原理 川本 隆史
輿論と世論 佐藤 卓己
来るべき民主主義 國分 功一郎
第Ⅳ章 科学とは何か

1 中世の魔術から近代の科学へ
磁力と重力の発見 山本 義隆
人間にとって科学とは何か 村上 陽一郎

2 自然科学の発展
数学は変貌する 遠山 啓
世界が変わる現代物理学 竹内 薫
複雑さと階層構造 団 まりな

3 科学がもたらした諸問題
ラッセル・アインシュタイン宣言
科学と人間の不協和音 池内 了

収録作品

序章　人間とは何か－いろいろな角度から

Ⅰ章への扉 基礎研究者 永田 和宏
Ⅱ章への扉 アイの物語 山本 弘
Ⅲ章への扉 眠れる分度器 山田 詠美
Ⅳ章への扉 そもそも民主主義ってなんですか？

宇野 重規
佐藤 健太郎Ⅴ章への扉 炭素文明論

各章【古典】への扉　パンセ パスカル

Ⅰ章　学ぶ・探究する

Ⅱ章　世界をとらえる－認識と物語

バッタを倒しにアフリカへ 前野 ウルド 浩太郎
ラムネ氏のこと 坂口 安吾
学校はなぜ退屈でなぜ大切なのか 広田 照幸
生きるための論語 安冨 歩

【古典】ソクラテスの弁明 プラトン
【古典】冷静な頭脳と温かい心 マーシャル

文字禍 中島 敦

夢を叶えるために脳はある 池谷 裕二
物語とふしぎ 河合 隼雄
沈没船博士、海の底で歴史の謎を追う 山舩 晃太郎
想像の共同体 大澤 真幸

絵はすべての人の創るもの 岡本 太郎
spring 恩田　陸
急に具合が悪くなる 宮野 真生子
【古典】ダイダロスとイカロス オウィディウス
高校生のための哲学入門 長谷川 宏
自分で考える勇気 御子柴 善之
駈込み訴へ

忘れ得ぬ言葉

太宰 治

【古典】善いサマリア人 新約聖書

その島のひとたちは、ひとの話をきかない
森川 すいめい

西谷 啓治
生き物をめぐる４つの「なぜ」 長谷川 眞理子

【古典】ヘンリー四世

【古典】ニコマコス倫理学

シェイクスピア

アリストテレス

二十四の瞳 壷井 栄
きけ わだつみのこえ 日本戦没学生記念会 編
宗教とは何か 橋爪 大三郎
自然法論vs.法実証主義 住吉 雅美
『高慢と偏見』と資本主義の倫理 岩井 克人
幸せのための経済学 蓼沼 宏一

「みんな違ってみんないい」のか？ 山口 裕之

Ⅲ章 自分を知る、他者と出会う

Ⅴ章　自然の仕組みを探る

Ⅳ章　社会に関わる、社会をつくる

数学渡世 秋山 仁
火星の謎とケプラー 朝永 振一郎
宇宙と物質の起源 齊藤 直人ら
地磁気逆転と「チバニアン」 菅沼 悠介
ブラウン運動 米沢 富美子
ゾウの時間  ネズミの時間 本川 達雄
ヒトの見方 養老 孟司
「サル化」する人間社会 山極 寿一

収録作品

収録作品

第Ⅴ章 科学へのいざない

理科とはなにか 養老 孟司
文系のための理系読書術 齋藤 孝
虚数の情緒 吉田 武

井田 茂、小久保 英一郎

第Ⅵ章 科学の領域

1 文系理系を超えて

生物学的文明論
一億個の地球

本川 達雄
ものづくり道 西堀 栄三郎
親子のつながりを作る脳 黒田 公美

2 自然と人間

数学する身体 森田 真生
人工知能は人間を超えるか 松尾 豊

3 科学者の生き方

私の歩んだ道 利根川 進

【小惑星探査機「はやぶさ」ミッションについて】

春宵十話 岡 潔
旅人 湯川 秀樹

探査機ができるまで 的川 泰宣
はやぶさ、そうまでして君は 川口 淳一郎

4 科学の方法
知と疑い 寺田 寅彦

「霜柱の研究」について 中谷 宇吉郎
実験にあたって学生諸君のために 千原 秀昭

中谷 宇吉郎科学の方法

【「自然科学の分野図」をめぐる編集委員会での議論】

4 生物学
海産無脊椎動物の発生実験（序） 団 勝磨
生物と無生物のあいだ 福岡 伸一

5 地学
移動する大陸 ヘイゼン
日本列島の大地に学ぶ 尾池 和夫

第Ⅶ章 先駆者たちの発想

1 数学
数学はどんな学問か 野崎 昭弘
数学をきずいた人々 矢野 健太郎

2 物理学
鏡の中の物理学 朝永 振一郎
宇宙論の現在 佐藤 勝彦

3 化学
フェノール大作戦 シュワルツ
Haber-Bosch法 諸岡 良彦

第Ⅷ章 科学と社会－近代的価値観の問い直し

天文対話 ガリレイ
ラプラスの魔 ラプラス
相対性理論 アインシュタイン
Molecular Structure of Nucleic Acids

ワトソン＆クリック

ダーウィンのジレンマ
科学者が人間であること 中村 桂子

グールド




